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１．佐久の、そして信州の農民のために
生涯を捧げた人『中澤周三』

中澤周三追悼文集「竹渓のながれ」より
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□誕生 明治４０年(1907)
□旧制野沢中学校を中退し上京
□農業用水改良事業
□国保浅間総合病院設立に貢献
□佐久総合病院設立の人材育成
□良き師と友に恵まれる
伊藤一明 和合恒男
安岡正篤 江渡狄嶺

□文学の世界（荻原井泉水）
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（１） 中澤周三と伊藤一明

２．多彩な師と友に恵まれていた生涯

終生の友として用水
改善事業を共にした
伊藤一明とは、御牧
尋常高等小学校に入
学する頃に出会った。
以来、苦楽を共にし
た無二の親友となる。
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（２） 中澤周三と和合恒男

大正１０年(1921)、野沢中学校
（現野沢北高校）に入学した中澤
は、校風について校長と意見が
対立するが互いに譲らず、三年
生の春に学友数名と中退し上京
する。

和合恒男は、大正１２年４月
から帝大（現東大）に籍をおく
大学生のまま、野沢中学校
（現野沢北高校）の教師となる。
三年生の学級担任であった
和合先生は、これに抗議して
自らも退職してしまう。
以降、和合は多大な援助と
指導を中澤に授けた。



宮澤康造「佐久の文学碑」より
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荻原井泉水の門下に入り、
俳号を普周として句作には
げみ、井泉水の主宰する句
誌「層雲」で一位となるなど、
文の世界にも秀でていた。

（３） 中澤周三と荻原井泉水



３．困難を極めていた用水事情

6浅科村史より

３．１ 近世（江戸時代）の用水



立科町誌より
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（１） 宇山堰

急な斜面に用水を流すための芝樋（昭和27年ごろ）

江戸時代開発当初のままの用水施設



正徳２年(1712)頃の五郎兵衛用水絵図 8

取入口

昭和40年代後半でも五郎
兵衛用水は、江戸初期に
完成した全長約20kmの用
水施設のまま、堀貫（トンネ
ル）・掛樋を使い、旧御他
領９ヶ村の地域を通して五
郎兵衛新田まで用水を運
んでいました。
改修計画は、沿線地域か
らの反対運動が激しく、着
手ができませんでした。

（２） 五郎兵衛用水



五郎兵衛用水の新旧 9

用水改良工事により、この部分に水が
こなくなってしまう。



10
郷土出版社「佐久・小諸の昭和史」より 文：清水岩夫

４．１ 改修以前の五郎兵衛用水

４．技術・難度から国営事業レベルを長野県が解決した。

土樋（つちどい）
低地に土を盛ることで水路の高さを
維持した。その上の溝を堀ったところ
を用水が流れていた。

写真は昭和３１年頃 碓氷髙氏撮影
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４．２ 御牧ケ原農業水利の
改良事業が始まる 長い間の水不足を解

消するため、昭和２９年
(1954)御牧ケ原北蓼科
総合開発期成同盟が
発足した。この同盟は
蓼科山北麓の湧出水を
使っている五郎兵衛用
水、宇山堰、八重原堰、
塩沢堰を統合改修して
漏水を防ぎ、貯水池を
増築してその余水を御
牧ケ原台地に導入する
ことをめざしていた。

五郎兵衛用水のラバー堰堤
鹿曲川の水を望月地区春日で
塞き止め、新しいトンネルとサイ
フォンによって、水は浅科地区や
御牧ケ原へ導かれている。

改修された中原付近の
五郎兵衛用水
土を盛ってその上に溝を
堀り造られていた用水は、
コンクリートになって水漏
れはなくなった。

郷土出版社「佐久・小諸の昭和史」より 文：小林 収
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郷土出版社「佐久・小諸の昭和史」より 文：小林 収

立川の分水口（立科町）
蓼科北麓の水は、新しい水路
で立科町へ下り、分水口から水
田へと導かれていく。

御牧ケ原へと登る用水（望月地区）
立科町の切掛分水から分かれた
用水は鹿曲川を渡り、御牧御牧ケ
原へと流れている。日本最大の高
低差180m

昭和３６年(1961)蓼科
山麓一帯に広がる川西
地方（立科町、望月地
区、浅科地区、北御牧
地区）の用水の改良工
事が始まった。
肥沃でも水田には適
さなかった川西地方は、
水利改良により新たな
土地利用の道が開けた。



長野県農政部「信州の農業資産」より 13

赤沼と呼ばれた湿原に、
昭和４１年に女神湖が完
成し、立科から八重原の
地域、さらには御牧ケ原
台地へ水が行き渡って
います。

（１） 改良事業後
赤沼ため池（女神湖）



「明神池」東御市市民課より
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老朽化していた溜池を近
代的な明神池に改修した。
周辺は「芸術むら公園」に
なっています。貯水量は約
14.7万トン、かんがい面積
約173ヘクタールの農業用
ため池です。八重原土地
改良区で管理されています。

（２） 改良事業後
明神池



世界かんがい施設遺産 盾と登録証 15

５．五郎兵衛用水開発研究の最高権威者が生涯の友

個人崇拝のための
研究はいけないが、
中澤周三の精神で
あった。



佐久市志より 16

６．佐久市立国保浅間総合病院を吉澤国雄名誉院長と
協力して発足させ、現在の発展に結びつける。
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円心会は、五郎兵衛翁の
精神を継承した農村の青
年達の会である。その中心
人物は、中澤始・内堀忠
利・伊藤一明・中澤周三・
高野貞吉らであった。

～瀬下武松伝 安岡人間学の
証言 老農の坂より～

７．佐久総合病院設立の人材育成

安岡正篤に学んだ瀬下武松・
菅原兵治がいる。

瀬下武松伝 安岡人間学の証言 老農の坂より



18瀬下武松伝「安岡人間学の証言 老農の坂」より

佐久市観光協会
パンフレットより

瀬下武松伝
「安岡人間学の証言 老農の坂」

瀬下武松は蕃松院で田口村塾を開き、その中から佐
久総合病院の創設に尽力する人物を育成している。
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菅原兵治は「帰農の英傑」で市川五郎兵衛を
世に知らしめた。

菅原兵治著「帰農の英傑 市川五郎兵衛真親」
-金雞学院刊行-
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完


